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庄川流域における大規模開発と
観光化による地域変化
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between Research History and Development History
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❶はじめに

❷白川郷研究の芽生え

❸五箇山研究の隆盛

❹合掌造りの文化財化と観光化

❺まとめ

　本稿は，五箇山と白川郷に計 3 ヶ所の世界遺産登録地域を有する庄川流域を事例として，観光化

の進展によって忘れられていった開発の歴史と研究史をあらためて見直し，かつての山村生活の様

子を思い起こす試みをおこなったものである。現在の五箇山と白川郷においては，世界遺産に登録

された相倉集落，菅沼集落，荻町集落の合掌造り民家ばかりが注目されているが，かつては庄川流

域一帯で同様の民家に住み，焼畑や養蚕を中心とした生活を営んでいた。それが，1920 年代から

のダム開発とそれに伴う道路改良事業によって合掌造りの屋根を下ろす民家が急増し，その一方で

生活水準の格差が拡大して，離村・廃村が相次いだ。また，研究上においても，1900 年頃から合

掌造り民家の起源に注目が集まっており，その後，ダム開発に対する住民の対応や生活様式の変化

に関心が移っていった。

　ダム開発は，庄川流域の集落を農業主体の生活から土木建設業や商業，サービス業中心の生活へ

と変えていき，さらに第二次世界大戦後から本格化した合掌造り民家の文化財保護や，1970 年に

おける相倉集落と菅沼集落の史跡指定は観光化を促進させた。そして，研究上の関心も合掌造り集

落の景観保護や観光化の影響へと移行したため，かつての山村生活は忘れられていった。しかし，

そのことは観光化以前の生活を経験してきた世代に違和感を抱かせる要因となっている。
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